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研究成果の概要：本研究の目的は、博物館、動物園がそれぞれ持つ情報を、身近な IT である
携帯電話等の携帯情報端末を活用して結びつけ、新たな学習機会を提供しようというものであ
る。多くの博物館が共通に活用できる展示解説コンテンツの条件として①実物資料に限定され
ない広い情報提供、②地域ごとの情報提供、③更新される新しい情報の提供、④主体的に情報
を探索する仕組み、⑤利用者に使いやすい端末の利用、という点が明らかになり、その実現の
一形態として、博物館が従来ホームページ等で公開してきた研究成果に関する最新情報を携帯
電話で閲覧できる仕組みの有効性が明らかになった。 
 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2007 年度 1,500,000 0 1, 500,000 

2008 年度 700,000 210,000 910,000 

年度    

年度    

  年度    

総 計 2,200,000 210.000 2,410,000 

 
 

研究分野：科学教育 

科研費の分科・細目：科学教育 

キーワード：博物館 動物園 共通ガイド 携帯電話 ワンセグ 

 
１．研究開始当初の背景 

 博物館展示における従来からの典型的な
情報提供は、パネルに文章を印刷したもので
あるが、この場合提供できる情報量は物理的
な空間の大きさによってかなり制限され、ま
た仮に広い空間があったとしても、展示資料
に対して膨大な文字情報を提示するのは来
館者にとってはむしろ苦痛であり、効果的な
方法ではなかった。 

 21 世紀に入り我が国では社会の IT 化が国
をあげて推進され、それに呼応するように博
物館情報のデジタル化も進みつつある。展示

室内にキオスク端末を設置したり、PDA など
の携帯型端末を貸し出したりすることによ
り、先に述べたような物理的空間の制約が弱
まり、展示に対して来館者個々の属性にあわ
せた情報を提供することが可能となった。こ
れにより、展示室において従来の一般向け解
説に加え、キオスク端末を用いた子ども向け
展示解説の付加、携帯型端末を用いた子ども
向けマルチメディアガイドの提供などが進
められている。 

 また、デジタル化された情報がインターネ
ット上に公開されることも増えた。展示室内
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のキオスク端末で見られる解説と同じもの
を自宅のパソコンで閲覧できたり、携帯電話
で展示情報を得たり、携帯型音楽プレーヤー
に音声ガイドをダウンロードしたりするこ
とが可能となった。またワークシートやパン
フレットなどの印刷物も多くの博物館のホ
ームページから PDF ファイルなどでダウン
ロードできるようになった。こうして、今ま
で博物館に来館しないと得られなかった情
報が展示室の外でも得られるようになり、事
前事後の学習や情報収集も容易になってき
ている。 

 このように、博物館情報の検索や活用は利
便性が高まったように思われる一方、その提
供内容は、それぞれの博物館に特有な展示の
流れに即したものであり、展示という物理的
空間に制約を受けていることに変わりはな
い。その結果、同じ学術的分野の博物館それ
ぞれから似て非なる情報がデジタル化され
て提供されており、利用者は異なる博物館を
訪問したり、ホームページを閲覧したりする
たびにそれらの情報に毎回アクセスするこ
とになる。学術的内容をきちんと理解してい
る利用者でないと、これらの類似した情報に
より混乱を招くおそれもある。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、博物館、動物園がそれぞ
れ持つ情報を、身近な IT である携帯電話等
の携帯情報端末を活用して結びつけ、新たな
学習機会を提供しようというものである。 

 来館者にとって普段使い慣れている道具
を用い、複数の文化施設が連携することで知
識や体験の「つながり」を生み出そうという
のが本研究のねらいである。 

 

３．研究の方法 

 まず、日本における博物館や動物園との連
携事例、デジタルコンテンツの提供状況につ
いて情報を収集するため、マリンワールド海
の中道における事例調査、ミュージアム& ICT
研究会における博物館関係者との議論、九州
大学ユーザーサイエンス機構の巡回展示開
発担当者に対するインタビュー調査、上野動
物園の飼育解説員に対するインタビュー調
査、青森県立美術館におけるマルチメディア
端末を用いた解説情報の提供実験の見学や、
岩手県立大学の携帯情報端末開発担当者へ
のインタビューを行った。 
 マリンワールド海の中道における調査や、
博物館において ICTを活用する関係者との研
究会における議論から、博物館は実物資料に
限定せず、広く情報をオープンにして提供す
ることの重要性が明らかとなった。また、情
報を一方的に受け取るだけでなく、利用者が
主体的に情報を探す仕組みの重要性が示さ
れた。 

 九州大学ユーザーサイエンス機構の巡回
展示開発担当者に対するインタビュー調査
では、展示が巡回した先での地域の特性に合
わせた情報を蓄積し、共有する仕組みの必要
性が強調された。 
 上野動物園の飼育解説員に対するインタ
ビュー調査では、博物館と動物園における情
報提供の違いとして、生きた動物を展示する
動物園では博物館に比べて固定的な解説情
報が長持ちしないことが明らかとなり、既存
の固定的なコンテンツをデータベースとし
て蓄積する仕組みよりも、複数の施設が共通
の視点を持って新しい情報を協力して蓄積
する仕組みを構築するほうがより有効であ
ることが示唆された。 
 青森県立美術館におけるマルチメディア
端末を用いた解説情報の提供実験の見学や、
岩手県立大学の携帯情報端末開発担当者へ
のインタビュー、携帯電話を用いて目の前に
ある風景を写真で記録しぬりえに変換して
観察を行うシステムの国立科学博物館にお
ける試行結果から、利用者にとって使いやす
い携帯端末を使い、ストレスなく情報を入手
することの重要性が明らかとなった。 
 次に、これらの事例調査から明らかとなっ
た共通コンテンツの条件である①実物資料
に限定されない広い情報提供②地域ごとの
情報提供③更新される新しい情報の提供④
主体的に情報を探索する仕組み⑤利用者に
使いやすい端末の利用を元に、博物館の展示
に関連する研究成果の情報を提供する仕組
みを構築した。 
 共通コンテンツは国立科学博物館の海棲
哺乳類情報データベースを用いた。海棲哺乳
類の展示は多くの博物館、動物園、水族館で
行われていることと、日本各地で年間約 200
件の海棲哺乳類のストランディング（座礁）
が記録されており、博物館や動物園、水族館
がその対応に当たっていることから、上の条
件①②③に適していると考えた。また、携帯
電話は最も広く普及している携帯端末であ
り、④⑤の条件に適していると考え、携帯電
話のインターネット機能を活用することと
した。元々はインターネット上で検索するよ

うに設計されていた
データベースを携帯
電話のインターネッ
ト経由でも閲覧でき
るようにしたため、
ウェブブラウザを搭
載した端末であれば
利用が可能な仕組み
へと発展した。 
 まず、携帯電話の

二次元バーコード
リーダー機能を用
いて URL を読み取

図 1 携帯電話での画

面イメージ 



 

 

ってインターネットにアクセスし、国立科学
博物館が管理している、海棲哺乳類ストラン
ディングデータベースの情報を閲覧できる
ようにサーバを設定した（図１）。次に、県
別、種別に件数を検索した結果の URLを二次
元バーコード化し、地図やイラスト上に配置
したパネルを作成し、展示の中に設置した
（図２、３）。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実験は九州大学が開発した巡回展「クジラと
ぼくらの物語」の巡回先 2カ所で行った。福
岡県の海の中道海洋生態科学館では、九州地
方の地図に九州各県でのストランディング
件数を閲覧できる二次元バーコードを配置
した地図を用いた。大阪府の天保山マーケッ
トプレースでは、同様に近畿地方の地図を用
いた。 
 実験実施日は、海の中道海洋生態科学館は
2008 年６月 15 日、天保山マーケットプレー
スでは 2008 年 7 月 15 日、18 日及び 19 日で
あった。 
 実験では、巡回展を訪れた利用者に対し、
ストランディングについて簡単な説明を行
った後、利用者自身の携帯電話または貸出用
の携帯電話を使って二次元バーコードを読
み取り、ストランディング情報を閲覧しても
らった。 
 情報閲覧を行った利用者に対しアンケー
ト調査を行った。質問は以下の 3問であった。 
(1) 携帯電話を使ってみて便利だったかど
うかと、その理由（3つまで選択可能） 
選択肢：①身近なケータイを使っていたから。
②ストランディングについて知ることがで
きたから。③地域ごと、種ごとの情報を見ら
れたから。④好きなキーワードで検索ができ
たから。⑤水族館・博物館のウラ側（研究）
の情報にふれたから。⑥最近の情報を見られ
たから。⑦自分のケータイを使わずにすんだ
から。⑧その他 
(2) ストランディングの数について（思っ
たより多かった・予想通りだった・思ったよ
り少なかった から選択） 

(3) 各地の水族館や博物館で同じようなも
のがあったら使ってみたいかどうか（借りら
れるなら使う・自分のケータイで見たい・特
に使わなくていい から選択） 
 
 また、国立科学博物館の地球館展示室では、
携帯電話の新機能である「ワンセグ（携帯電
話・移動体端末向けの 1セグメント部分受信
サービス）」を用い、ストランディング時の
映像や、座礁した個体が展示標本になるまで
の映像を提供した。エリアワンセグと呼ばれ
る、電波法で定める免許申請が不要な微弱電
波を用いた送信システムの開発を株式会社
NTT ドコモが行っており、この実験ではその
プロトタイプを用いた。クジラに関する展示
に隣接して送信アンテナを設置し、アンテナ
から半径数 10 センチメートルの範囲に入る
と、クジラ類のストランディングや、ストラ
ンディングにより死亡した個体が博物館の
展示標本になるまでの過程の映像が見られ
るようにした。 
 実験実施日は、2008 年 12 月 13 日及び 14
日であった。 
 実験では、展示室を訪れた利用者に対し、
ストランディングについて簡単な説明を行
った後、利用者自身の携帯電話または貸出用
の携帯電話のワンセグ機能を使ってストラ
ンディングに関する映像を閲覧してもらっ
た。映像は、博物館が所有するものだけでな
く、海棲哺乳類研究者や、ストランディング
発見者による映像などを借用し、活用した。 
 情報閲覧を行った利用者に対しアンケー
ト調査を行った。質問は以下のとおりであっ
た。 
(1) 利用した端末について 
(2) QRコード、ワンセグの利用経験 
(3) ワンセグの設定について（とても簡単
だった やや簡単だった 普通 やや難し
かった とても難しかった から選択） 
(4) 映像の見やすさ（とても見やすかった 
やや見やすかった 普通 やや見にくかっ
た とても見にくかった から選択） 
(5) 電波の受信状況 
（とても良好だった やや良好だった 普
通 やや悪かった とても悪かった から
選択） 
(6) 展示室でワンセグを使うことが便利か
どうかと、その理由 
 
４．研究成果 
(1) QRコードを使った実験 
 アンケート回答件数は、福岡 30 件、大阪
36件であった。内訳は表１、２のとおりであ
った。 
 
 
 

図２ 地図に QR コー

ドを配置したパネル 

図３  イルカの絵に

QR コードを配置した

パネル 



 

 

表１ アンケート回答者の性別 

性別 福岡 大阪 

男性 12 14 

女性 17 22 

不明 1 0 

 
表 2 アンケート回答者の世代 

世代 福岡 大阪 

小学生 3 2 

中学生 1 0 

高校生 2 0 

大学以上（大人） 23 34 

不明 1 0 

 
携帯電話を使ってみて便利だったかという
問いには、有効回答 66件中 64件が「便利だ
った」という回答であった。便利であった理
由は、図 4に示すとおりであった。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4 ストランディング検索が便利だと思った理由 

①から⑦は方法に記載した選択肢に同じ。⑧は勉強にな

ったから。  
 
 ストランディングの件数については、「思
ったより多かった」という回答がほとんどで
あった（表３）。 
 
表３ ストランディングの件数について 

 福岡 大阪 

思ったより多かった 28 32 

予想通りだった 1 0 

思ったより少なかった 0 1 

 各地の水族館や博物館で同じようなもの
があったら使ってみたいか？という問いへ
の回答は表４の通りで、否定的な意見はほと
んど見られなかったが、「借りられるなら使
う」という回答が「自分の携帯電話で見たい」
という回答を上回った。 
 
表 4 この仕組みをまた使ってみたいか 

 福岡 大阪 

借りられるなら使う 19 20 

自分の携帯電話で見たい 10 14 

特に使わなくていい 0 1 

 

 今回の試みによって、展示見学者にストラ
ンディングについて知ってもらう機会とな
り、地域ごとに情報が見られることにも利便
性を感じている可能性が示唆された。 
 博物館、動物園、水族館など、種類の異な
る複数の施設で共通に利用可能な仕組みを
構築するという点については、このような手
法が効果的である可能性が高く、今後普及に
努めたいと考えているが、自らの持つ携帯電
話を積極的に利用する工夫も検討する必要
がある。さらに、科学系博物館における研究
活動に対し、来館者が理解を深めるきっかけ
となる情報提供の機会を作るために、研究内
容への理解だけでなく、研究活動そのものへ
の理解が促進されるような工夫を行ってゆ
きたい。 
 
(2) ワンセグを使った実験 
 アンケート回答件数は、138 件であった。
内訳は表５、６のとおりであった。 
 
表５ アンケート回答者の性別 

性別 人数 

男性 73 

女性 60 

不明 5 

 

表 6 アンケート回答者の世代 

世代 人数 

小学生 6 

中学生 1 

高校生 9 

大学以上（大人） 119 

不明 3 

 
 参加者の携帯電話の使用状況については、
自身が所有する携帯電話を使う人がほとん
どいないのでは、という予想をしていたが、
男性で約 3割、女性でも 2割以上の参加者が
自らの携帯電話を使って映像を閲覧した(表
７)。また、参加者の約半数が、携帯電話の
QR コードやワンセグと言った機能の使用経
験があった(表８)。 
 
表７ 使用した端末について 

 男性 女性 

自分の端末を使用 

31.9%

（22/69） 

22.0%

（13/59） 

 
表８ 携帯電話の機能の使用経験 

経験者割合 男性 女性 

QRコード 52.8%（38/72） 47.5%（28/59） 

ワンセグ 47.9%（35/73） 45.0%（27/60） 

 



 

 

携帯電話の画面での映像の見やすさは良好
であったが（表９）、電波状況はアンテナの
前に人がいる状況では映像がとぎれること
があり、全ての参加者にとって電波状況が良
好とはならなかった（表 10）。 
 
表９ 画面の見やすさについて 

 男性 女性 

とても見やすかった 13 15 

やや見やすかった 4 26 

普通 5 11 

やや見にくかった 0 7 

見にくかった 0 0 
 
表 10 電波状況について 

 男性 女性 

とても良好 24 25 

やや良好 24 16 

普通 12 9 

やや悪い 10 6 

悪い 1 0 
 
ワンセグを使った映像の配信については、ほ
とんどの参加者が便利だと感じていた（表
11）。その理由の記述を分類すると、①より
詳細な解説が見られる②パーソナルな環境
で見られる③混雑時にもよく見える④動画
が見られる⑤自分の持ち物が使える・手軽と
いうものであった（表 12）。 
 
表 11 ワンセグが便利だと感じたか 

 男性 女性 

回答割合 97.0%（65/67） 92.7%（51/55） 
 
表 12 ワンセグが便利だと思った理由(自由
回答をカテゴリー化) 

 男性 女性 

より詳細な解説が見られる 5 7 

パーソナルな環境で見られる 8 3 

混雑時にもよく見える 3 3 

動画が見られる 5 7 

自分の持ち物が使える・手軽 6 5 
 
 今回の実験から、ワンセグを使って展示に
関する情報を配信することにより、個人的な
環境・文脈において情報を得られることが効
果的である可能性が示唆された。ワンセグを
活用することで、展示解説を、多くの国民に
とっての「テレビ放送」と同等の気軽な存在
に近づけることができ、自らが持つ携帯電話
の活用を促進したと考えることもできる。 
 また、展示に関係する映像素材については、
展示を行う館が持つものに限らず、研究機関
や市民の持つ様々な素材を活用できること

も考えられる。 
 エリアワンセグについては、早ければ平成
21 年度中にも弁当箱大の小型送信機のみで
配信を行うことが可能になるため、簡単に設
置でき、様々な素材を活用できる点で、博物
館や動物園で同じシステム、同じ素材を共通
に活用できるプラットフォームとして今後
の活用が期待される。 
 
 本研究から、多くの博物館が共通に活用で
きる展示解説コンテンツの条件として 
①実物資料に限定されない広い情報提供 
②地域ごとの情報提供 
③更新される新しい情報の提供 
④主体的に情報を探索する仕組み 
⑤利用者に使いやすい端末の利用 
という点が明らかになり、その実現の一形態
として、博物館が従来ホームページ等で公開
してきた研究成果に関する最新情報を携帯
電話で閲覧できる仕組みの有効性が明らか
になった。 
 今後は、複数の博物館がより連携を深め、
携帯電話を使った手軽な学びだけでなく、学
びを深める仕組み作りを考えてゆきたい。 
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